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「財団法人 名古屋市教育スポーツ協会」としてスタート 

第7回 都市間交流スポーツ大会の開催 

平成22年度 名古屋市スポーツ少年団事業計画 

第51回 市民スポーツ祭スキー競技大会 

平成21年度 スキー・スノーボード教室 

平成21年度 スポーツ講演会 

第4回 愛知県市町村対抗駅伝競走大会 

 



　（財）名古屋市体育協会は、（財）名古屋市教育スポー

ツ振興事業団と合併し、「（財）名古屋市教育スポーツ協

会」として新たな展開をはかることになりました。 

　平成２２年４月１日から、新たな名称となりますが、これま

での両団体の伝統を引き継ぎ、名古屋市におけるスポー

ツ及び教育の振興に一層努力いたします。 

　引き続きご指導・ご鞭撻を賜りますよう、関係の皆様に心

よりお願い申し上げます。 

 

～新たな飛躍に向けて～ 

財団法人名古屋市体育協会は、 
財団法人名古屋市教育スポーツ振興事業団と合併して、 

「財団法人 名古屋市教育スポーツ協会」 
としてスタート 

１　競技者の競技力強化、指導者・審判員の養成等 

２　スポーツ教室の開催、市民の体力づくり等 

３　スポーツ大会及び講習会の開催及び協力 

４　スポーツに関する調査・研究及び啓発・情報提供 

５　スポーツ功労者の表彰 

６　加盟団体相互の連携及び育成強化 

７　体育施設等の管理運営 

８　学校施設の開放及び野外教育活動 

９　学校給食事業 

＜組織図＞ 

財団法人名古屋市教育スポーツ協会 

役員組織 事務局組織 
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平成２２年度　 
〈（財）名古屋市教育スポーツ協会　事業計画〉 
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日　程 会　場 

第7回 都市間交流スポーツ大会の開催 

７月10日（土）・11日（日） 

７月10日（土）・11日（日） 

７月10日（土）・11日（日) 

７月10日（土）・11日（日） 

７月10日（土） 

７月10日（土）・11日（日） 

７月24日（土）・25日（日） 

７月11日（日） 

７月10日（土）・11日（日） 

７月10日（土） 

７月11日（日） 

７月10日（土）・11日（日） 

 

ソフトテニス 

バスケットボール 

軟式野球 

バドミントン 

相撲 

ソフトボール 

ボウリング 

空手道 

家庭婦人バレーボール 

ハンドボール 

弓道 

ホッケー 

 

種　目 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

 

瑞穂運動場テニスコート 

千種スポーツセンター 

瑞穂運動場野球場 

東スポーツセンター 

瑞穂運動場相撲場 

稲永公園野球場 

スポルト名古屋 

日本ガイシスポーツプラザガイシホール第3競技場 

日本ガイシスポーツプラザガイシホール第2競技場 

枇杷島スポーツセンター 

日本ガイシスポーツプラザガイシアリーナ弓道場 

庄内緑地陸上競技場 

 

　５つの都市の競技団体主管で開催される「都市間交流スポーツ大会」
が２巡目を迎え、昨年第６回目が大阪市で開催されました。今年、第７回
目が名古屋市で開催されます。 
１.大 会 名　第７回都市間交流スポーツ名古屋大会 
２.主　　催　（財）名古屋市教育スポーツ協会（名古屋市体育協会） 
３.共　　催　横浜市、神戸市、京都市、大阪市各都市体育協会 
４.主　　管　名古屋市競技団体 
５.開 催 地　名古屋市 

６.参加都市　横浜市、神戸市、京都市、大阪市、名古屋市 
７.期　　日　平成２２年７月１０日（土）、１１日（日）、２４日（土）、 

２５日（日） 
８.実施競技　ソフトテニス、バスケットボール、軟式野球、 

バドミントン、相撲、ソフトボール、ボウリング、 
空手道、家庭婦人バレーボール、ハンドボール、
弓道、ホッケー 

　本部委員会関係会議　本部委員会の開催（年2回） 

　各種事業 

名古屋市スポーツ少年団交歓大会 

平成２２年１０月１７日（日） 
名古屋市体育館 

育成母集団研修会 
平成２３年２月頃 
名古屋市スポーツ振興会館 
登録団体の育成母集団・団員・指導者・保護者 
 

運動適正テスト 

名古屋市スポーツ少年団指導者協議会との 
共催事業、連携及び活動支援 

年度内に随時 
市内各所 
登録単位団の団員 
スポーツ少年団運動適正テストを単位団ごとに実施 
 

期　日 

会　場 

期　日 

会　場 

対　象 

期　日 

会　場 

対　象 
内容等 

1

2

平成22年度　名古屋市スポーツ少年団事業計画 

第7回 都市間交流スポーツ大会の開催 

平成22年度　名古屋市スポーツ少年団事業計画 

日程・会場 



平成２１年度 名古屋市スポーツ少年団育成母集団研修会開催 

２月２１日（日）に第５１回市民スポーツ祭スキー競技大会（主催：
市教育委員会、市体育協会、市スキー協会）が、今年も岐阜県
高山市飛騨ほおのき平スキー場で開催されました。 
当日は、小学生から壮年まで１２部門に１２７名が参加し、午前８
時３０分からの開会式の後、９時３０分から競技を開始し、全長
１,２０７ｍ、旗門数３８の大回転コースに挑み、熱戦が繰り広げられ
ました。 
金曜日から土曜日の朝にかけて雪が降りましたが、大会当日の
朝は晴天に恵まれ、雪も硬く締まり、大変良いコンディションでの大
会開催となりました。初めて大会に参加される選手もみえましたが、
ＳＡＪ公認コースを滑ることはとても良い経験になったのではない
かと思います。 
現地の皆様始め大会の企画や運営にご協力いただいた関係
者の皆様には、コース設営からバーン維持まで大変お世話になり
ました。この場をお借りして御礼申し上げます。ありがとうございま
した。 
なお、当日の優勝者は、右の皆様です。 

１２月１９日（土）午後２時から、（財）名古屋都市センターとの共
催事業として講演会を開催いたしました。前半は（財）名古屋都
市センターの春名副理事長による「スポーツとまちづくり」をテーマ
に、都市とスポーツの関わり合いについての講演がありました。 
後半はシンクロナイズドスイミング日本代表の木村真野・木村紗
野選手をお招きし、「シンクロナイズドスイミング」の魅力、さまざま
な体験談をお話いただいた後、事前に募集した質問事項には、
エピソードを交えた回答をしてくださいました。 
また講演後の抽選会ではプレゼンテータ－

もお引き受けいただき、会場の名古屋都市セ
ンター大研修室（金山南ビル１１階）に集まっ
た１００名以上の方 と々大いに盛り上がり、あ
っという間の１時間半でした。写真撮影、握
手にも快く応じていただき、お名残惜しいなか、
閉会となりました。 
 

小学生女子 

小学生男子 

中学生女子 

中学生男子 

女子２部 

女子１部 

マスターズ2部 

マスターズ１部 

壮年 

成年 

青年 

少年 

上坂　未悠 

冨　　嶺央 

取井　春樹 

中村　拓登 

須藤　康子 

冨　　翔子 

角　　敏昭 

荒家　良作 

中澤　秀嘉 

菊池　嘉高 

野口　大輔 

立松　秀平 

SEED 

YMCA 

がんば 

 

ちくさスキークラブ 

YMCA 

愛知シニア 

中電愛知 

Doing 

がんば 

はなのき 

SEED 

 

部　門 氏　名 所　属 

第51回 市民スポーツ祭スキー競技大会 

平成21年度 スポーツ講演会 

名古屋市スポーツ少年団に登録された各スポーツ少年団の
活動の充実・発展を図ることを目的に「平成２１年度名古屋市ス
ポーツ少年団育成母集団研修会」が、１月３０日（土）に市スポー
ツ振興会館で開催されました。 
当日は、「心理カウンセラー」の吉田 繁敬先生に「子育てのコ

ーチング～子どもに「やる気」を起こさせる“わざ”～」をテーマに
お話いただきました。 
子どもの自発的な行動（やる気）を引き出すためのコミュニケー

ションスキルが「コーチング」である、との切り口から始まり、具体的
な例や、様 な々たとえ話を織り交ぜたユニークな解説に、参加さ
れた指導者・保護者のみなさんから、「わかりやすい」「おもしろい」
といった感想が寄せられ、大変有意義な研修になりました。 

今年度も「子どもスポーツフェスタ・冬」が、１月１６日（土）開催さ
れました（主催：市教育委員会、市体育協会、市教育スポーツ振
興事業団、市小中学校体育連盟）。 
「子どもスポーツフェスタ・冬」は、地域からでも学校からでも気
軽に参加することができる、小学生のためのスポーツイベントで、
名古屋市内のスポーツ施設でドッジボール、ソフトバレーボール、３
on３バスケットボール、フットサル、ニュースポーツを楽しんでいただ
きました。 
「ナゴヤ夢ドッジ」は、日本ガイシホールと第２競技場で開催され、
９１チーム１，２００名以上の選手が参加し熱戦が繰り広げられまし

た。開会式は、市体育協会 加藤常文会長の開会宣言で始まり、
市教育委員会 佐合広利教育長のあいさつに続き、ＳＵＰＥＲ　
ＫＩＤＳ笠寺福井隆空海選手から「選手代表のことば」が元気良
く発せられました。大会は、１リーグ３チームのリーグ戦形式で行い、
どのチームも午前・午後２ゲーム計４ゲーム行いました。全勝した
チームには「全勝賞」が授与されました。また、第３競技場の「お
もしろスポーツにチャレンジ！」でのニュースポーツの体験や、お昼
の休憩時間に開催された「ドッジボールターゲット」では８つのグ
ループに分かれて代表選手によるチーム対抗が行われ、はち丸く
んも登場するなど大いに盛り上がりました。 

２００５年に開催された「愛知万博」を次世代へ語り継ぐと同
時に、愛知県内各市町村の交流、市町村合併後の一体化の促
進、県民意識の高揚、県民スポーツの振興を目的として、１２月５
日（土）に愛・地球博記念公園において第４回愛知県市町村対
抗駅伝競走大会が開催されました。愛知県内市町村の６０チー
ムが参加し、チームは小学生男女、中学生男女、ジュニア男女、
一般男女、４０歳以上の部各２名の合計１８人で構成され、９区の
区間２９.７キロを走りました。悪天候の中、選手の方々のご健闘
により、名古屋市チームは市の部において過去最高２位の成績
をおさめることができました。事業のお世話をいただいた関係競
技団体や、選手の皆様に厚くお礼申し上げます。 

（敬称略） 

２月２０日（土）から２１日（日）の２日間、ほおのき平スキー場にお
いて「スキー・スノーボード教室」を開催いたしました。今年で３回
目を迎えたこの教室には、１１組２８名の方にご参加いただきました。
２０日（土）午前８時半に金山駅からバスで出発し、午後２時過ぎ
から教室（１回目）が始まりました。往路渋滞のためスキー場への
到着が遅れ、予定していた自由滑走の時間が少なくなりましたが、
久しぶりの雪の感触を楽しんでいただけたようです。宿泊先の高
山市内のホテルには午後６時頃到着し、夕食もかねて夜の高山

市を散策された方もいらっしゃいました。翌日は素晴らしい晴天の
中、教室（２回目）が行われ、ゲレンデでは前日より上手く板を操り、
教室の後は、思い思いの滑走を楽しんでいただきました。今まで
まったくスキー・スノーボードをしたことがない方でも、教室の終わり
にはリフトに乗って、滑って降りられるまでに上達されました。過密
なスケジュールにもかかわらずご参加いただいた皆様からは、「と
ても楽しかった」「（スキー、スノーボードが）上手くなってうれしい」
とのお言葉をいただきました。ありがとうございました。 

平成21年度 スキー・スノーボード教室 

子どもスポーツフェスタ・冬 子どもスポーツフェスタ・冬 

第4回 愛知県市町村対抗駅伝競走大会 第4回 愛知県市町村対抗駅伝競走大会 

平成２１年度 名古屋市スポーツ少年団育成母集団研修会開催 平成21年度 スポーツ講演会 

平成21年度 スキー・スノーボード教室 

第51回 市民スポーツ祭スキー競技大会 
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私とスポーツ 

一意専心  SPORTS人生放談シリーズ　 
時としてわが身よりも大切･･･スポーツの素晴しさにとことん惚れ込
み、人生の多くをスポーツに賭けてきた愛すべき人々。このコーナー
では名古屋のスポーツ界を支えてきた“縁の下の力持ち”をご紹介し、
その人間的魅力に鋭くせまります。 

３８ 

若杉 和彦さん（フェンシング） 
わかすぎ     かずひこ 

プロフィール 
昭和22年、東春日井郡旭村（現尾張旭市）生まれ。昭和37年名古屋電気工業高校（現
愛知工業大学名電高校）に入学しフェンシング競技に出会い入部。3年生で新潟国体
に出場し団体優勝。同年、名古屋市で開催されたインターハイに出場し団体3位となる。
愛知工業大学入学後、3年生で全日本大学対抗団体優勝、同選手権個人2位、4年生で
は東京ユニバーシアード大会団体優勝、メキシコオリンピック大会団体7位、全日本大学
選手権個人優勝の成績をおさめる。また大学在籍時に世界選手権大会に2回出場した。
昭和44年愛知工業大学事務局に勤務、同大学フェンシング部監督に就任。選手の育成・
指導者の養成を行うかたわら、日本フェンシング協会コーチ、理事を歴任した。現在は、愛
知工業大学附属中学校・名電高校事務長として勤務。日本体育協会公認スポーツ指導
者（フェンシング上級コーチ）、平成20年愛知県・名古屋市フェンシング協会副会長。 

インタビュアー／市体育協会広報委員　塚原 博臣 

 
――まず、フェンシングとの出会いからお聞かせください。 
高校に入学して１ヵ月くらいの時かな、たまたま友人と製図道
具を買いに行く途中、先輩から声をかけられたのがきっかけで
す。入学試験の時にチラッと見かけたことはありましたが、馴
染みはまったくありませんでした。フェンシングの道場へ行くと、
５０人くらいの１年生が並んで練習していて「すごいな……」と。
でも夏休みまでにほとんどいなくなりましたね。残ったのは６人く
らい（笑）。かなり厳しいクラブでしたが、ぼく自身はやめる気は
起きませんでしたよ。おもしろい競技だな、と虜になりました。 
――北京オリンピックでは太田選手が待望の銀メダルを
獲得し、フェンシングに注目が集まりました。若杉さんも
メキシコ大会に出場されていますね。思い出に残ってい
ることはありますか？ 
当時は学生運動が激しくて、軍隊と戦車に囲まれて開催され
ました。けれど、ぼくたちには制約はなにもなかったので、楽しく
練習も試合もできました。メキシコシティは高地ですから、一度
ふもとの避暑地まで降りて体調を整えてから試合に臨みました
ね。標高２０００mですから空気も薄いですし、グランドを走った
りすると相当苦しかったことを覚えています。 
――そこで団体7位という成績……と簡単にいってしま
いますが、出場するだけでも大変なことですね。 
最終選考会で優勝して代表に選ばれました。とはいっても、い
きなり出場して勝てたわけではありません。その２年前にモント
リオールで開催された世界選手権に出場し、翌年にユニバー
シアード東京大会で団体優勝。フェンシングの国際大会で日
本が優勝したのは僕たちの代が初めてです。その結果、招待
試合でヨーロッパへ遠征することができました。そしてオリンピ
ック選考会。やはりそれなりの経験を積んでいたのは大きかっ
たと思いますね。 
――国際大会の経験も必要だとは思いますが、日々の
練習や意識づけはいかがでしたか？ 
現役選手の頃は、朝起きてから寝るまで練習です。たとえば、
電車に乗れば２本の指でつり革を持ち、下半身はつま先立ち。

地下鉄の階段は１段抜き２段抜きで昇る。歩くときには目と耳を
集中させて左右の気配を意識して歩くとかね。いつも頭の中
でイメージトレーニングをしていましたよ。 
――副会長という立場からフェンシング界の課題は？ 
やはり層が薄いものですから、どういうカタチで次の世代へつな
いでいくか、が課題です。マイナースポーツはどこも同じでしょうね。
いちばんのネックは指導者の少なさです。フェンシングの場合
は危険ですし、経験のない方では教えられませんから。もちろん
愛知県も同じ状況です。大学に経験者がいるじゃないか、と言
う人もいるけれど、卒業後は地元へ帰りますからね。なんとか残
ってほしいのですが……。 
――第二第三の太田選手が生まれるには、どうしたらい
いでしょうか？ 
何がいちばん大切かと言うと、ひとつひとつ目標を決めて上が
っていくこと。たとえば出場者が１０人の小さな大会でも必ず勝つ。
優勝しなければ次のステップには進めません。小さな大会だか
ら……と気を抜いている者がたまにいますが、それではダメです。
与えられたチャンスは全部ものにするという意気込みがあれば、
目標に近づくことができるでしょう。 
――スポーツをするものすべてに当てはまることですね。
本日は貴重なお話をありがとうございました。 

メキシコオリンピック大会　前列左から３番目が若杉さん 

目標を定めて、 
一歩一歩上がっていく。 
それが大切です。 
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３月１６日（火）ウィルあいちの「ウィルホール」において、平成２１

年度の財団法人愛知県体育協会の体育功労者表彰式が行わ

れ、名古屋市関係では、長年にわたり地域においてスポーツの振

興及び普及に尽力され、各区の体育協会から推薦のあった１４

名の皆さんが、スポーツの振興に功績のあった「体育功労者」と

して、他の部門の表彰者とともに表彰されました。受賞者の皆さん、

おめでとうございます。 

県体育協会体育功労者表彰 県体育協会体育功労者表彰 

区　名 氏　名 

千 種 区  

東 区  

北 区  

西 区  

中 村 区  

中 区  

瑞 穂 区  

中 川 区  

港 区  

南 区  

守 山 区  

緑 区  

名 東 区  

天 白 区  

（敬称略） 

岩 瀬 文 子  

杉 山 英 二  

伊 藤 昭 弘  

早 　 川 　 一 三 夫  

伊 藤 紀 子  

安 井 貞 子  

白 石 和 子  

恒 川 博 己  

金 　 田 　 世 津 子  

河 原 月 夫  

久 田 達 司  

岡 田 泰 光  

鵜 居 康 範  

村 瀬 嘉 孝  

【理事会】 

 第８回 ３月２３日（火） スポーツ振興会館会議室 
　名古屋市体育協会運営方針（案）に関する件等について審議 

 

【評議員会】 

 第６回 ３月２３日（火） スポーツ振興会館会議室 
　名古屋市体育協会運営方針（案）に関する件等について審議 

 

【総務委員会】 

 第4回 ３月１６日（火） スポーツ振興会館会議室 
　３月２３日開催の理事会及び評議員会への提出案件について審議 

【競技普及委員会】 

 第１回 ２月２５日（木） スポーツ振興会館会議室 
　競技力向上事業補助要綱等の改正について審議 

 

【広報委員会】 

 第３回 ２月２４日（水） スポーツ振興会館会議室 
　「なごやのスポーツ VOL.９３」の編集に関する件で、 

　編集内容等を決定 

 

【スポーツ少年団本部委員会】 

 第２回 ３月１日（月） スポーツ振興会館会議室 
　平成２２年度事業計画等について審議 
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